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國
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收
支
攪
亂
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對
す
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國
內
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調
盤」
は
、
.こ
れ
が
高
度
の
伸
縮
的
偵
格
制
度
を
も
、つ
か
或
は
高
虡
の
資
源
移
動
性
、を
も
つ
か
の
場
合
の
み
#
,紀
し
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と
し
つ
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格
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調
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ま
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滿
足
す
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計
學
硏
究
に
大
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寄
與
と
新
た
な
課
題
と
を
提
供
し
た
こ
と
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
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.殊
に

，貸

借

對

服

表
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鞲

成

に
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い

，
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汞
し
た
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覽
表
ば
彼
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ー
ー
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ク
な
理
論
を
單
的
に
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明
す
名
も
の
で
ぁ
り
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.多
く
の
，擧
者
.に
ょ
つ
て
.引
甩
さ
れ
た
。
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こ
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.し
夂

新

私

な

裝

い

は

猗

自

の

，デ
ザ
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瞠
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め
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と
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す
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最
も
取
純
な
計
#

形
，式
か
ら
出
發
す
ぺ
.き
で
あ
る
と
し
て
、
.收 

'
入
支
出
計
算
紙
同
時
に
掼
益
計
弊
と
な
，る
場
合
、,
卽
ち
收
入
严
同
時
に
收
益
と
な
り
、
，支
出
が
同
時
に
费
用
と
な
る
場
合
を
例
を
擧
げ
て

說
い
て
ゐ
る
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或
る
市
の
代
玴
人
'
が
某
外
國
商
社
の
た
め
に
小
賣
商
，に
家
庭
用
器
具
を
卸
し
て
ゐ
る
と
す
る
0
代
理
人
は
‘、
右
の
商
社
が
指
定
し
た
商

勘 定 ， • 
受取# 數 料 11.00C

.
■
に
だ
け
を
卸
す
こ
と
、

t

s

に
他
の
顧
咨
、
'就
中
新
規
.の
小
賣
商
店
を
商
社
I

t

す
t

l

命
ぜ
ら
れ
て
意
。
f

.
へ
の
サ
1
ビ
，ス
を
‘迅
速
な
'ら
し
め
る
た
め
幾
何
か
の
商
品
I

つ
て
は
ゐ
る
が
、
、赍
上
代
金
を
囘
收
す
る
議
は
彼
に
與
ぇ
ら
れ
て
ゐ
な

い
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こ
.ぅ
し

て

彼

は

舨

攀

數

料

を

月

々

收

人

と
し
，て
受

取

r

'

そ
の
.額
#

.
べ」

て
の
.必
、要

謂

經|

支
拂
つ
て
な
お
餘
|

ぶ
も
の
と

■•す
る
。

.

に
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け
る

彼
の
現
金
出

鐵

裳
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支
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項

目

別
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ぱ
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つ

た

(

第
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ど
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理
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が

自

己
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働

S

對

す

翁

酬
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々

ニ
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〇

マ

‘ル

•ク
宛

引
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し

た
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で

ぁ
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冬
。
J

て
改
の
诉
得
は
こ
の
給
料
三
、
〇
〇
〇
マ
ル
ク
と
企
業
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利
«

1
、
.三
〇
〇
了
ル
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と
か
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成
-る
ゎ
け
で
ぁ
る
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第三表
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と
こ
ろ
で
も
し
饿
パ
こ
の
純
利
益
額
^
こ
の
營
業
に
お
け
衾
木
と
丄
て
歡
保
す
き
と
と
す
衾
ら
ば
へ
，右
の
掼
益
鑑
と
並
ん
で 

.
第

ニ

の

決

勝

撕

免

^
げ
^
を
ゅ
ぎ

&

と̂
し
て
殘
高
勘
定
^
泛

包

が

成

^
す
^
办
ぁ
ろ
ぅ
ハ
第
兰
表
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照
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の
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三
八
.,(

六 
一j- 六

〕
、

，此
の
貸
方
忆
承
，さ
れ
^
資
本
:«
1
矩
は
周
知
の
^
く

複

式

德

記

の

，
原

§
^
從
つ
て
處
理
さ
れ
、
-營
業
务
は
ぁ
た
か
も
局
外
者
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•ein F
r
e
m
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o,
e
rで
；̂u
る
か
-の
如
'く
取
扱
わ
れ
•る
。_
彼
が
金
を
營
業
に
段
下
ず
る
と
、
そ
の
金
は
資
本
勘
觉
に
赏
方
記
入
さ
れ
名
？
も
し
»

主̂
が
¥ 

度
利
益
を
現
金
'で
引
出
さ
ず
&
營
_

篇

鸯

じ

め

象

袅

、
f
れ

が

ゃ

は

备

本

霞

§

嘉

会

れ

名

。
新
霊
年
度
の
開 

、
始
に
ぁ
た
ツ
て
广
勘
定
を
苒
開
す
冬
と
、
元
帳
上
：に
.次
吹
ニ

#;
办
勘
定
が
現
わ
れ
务(

第
四
表)

。)

.
：
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V
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现 金 . 撒  >定 '

諂四表

/殘 、高 勘 定 1 1，300

资 本 取 定

1,301殘 高 勘 宛

Ajr *
第 :

* ’ m 命 ■出 '納 織 、 .
C收 バ 入 ） / • .(支 ，y p 、 

現 金 期 首 在 高 1,800 ，•家 ‘ \ n  2,000
受取 '手 數 料 1 4 , 0 0 0 瑜 燈 - ,料.ノ ■ 400 

- • . , , 暌 房 、妙 ' ./600
' f ' ♦ 除’代  600

. m  .'' i\ * 1,400

, 支 配 人 耠 料 3；000, 

， / 雜 : 敷 3,800
, ' 赉 . へ‘ ' 本 . ，600

. '  2,900

15,300

■新
，營
業
年
度
に
伞
いK

代
理
人
^
濰
收
入
支
出
計
算
癸 

以
て
自

0
の
所
得
を
見
出
し

^-
と
假
楚
す
名
。
前
年
度
と
. 

同
じ

S

で
今
年
敗
の
現
金
出
納
簿
を
盤
，理
し
て
示

•せ
W 

第
五
菸
の
如
く
な
る

。
'

•

,
，こ
の
各
金
額
の
中
で
支
出
侧
に「

(̂
$
ハ
〇
〇
マ
ル
ク」

 

と
あ
名
の
托
，代
理
人
が
營
，業
か
ら
受
取
*る
支
配
人
給
料 

三
ぃ
’
0

0

0マ
ル
ク
^
け
’で
は
足
り
ず
に
现
金
六
〇
〇
マ 

ル
ク
を
引
出
し
た
こ
と
を
示
す
。
、こ
の
た
.め
资
本
勘
焚
は 

第
六
表
の
如
く
變
化
す
る
。

.

’

:

.

現
金
現
在
高
以
外
の
現
金
出
哪
簿
'の
各
金
額
は
本
年
度
の『

成
果
實
現
^
關
係
あ

.-
&
■』

c

ctr

.!4
o
i
g
s
w
i
r
k
s
a
m
e
f
l
o

金
額
で
あ
り
、
そ

‘ 

れ
ら
は
宂
帳
吖
そ
れ
ぞ
れ
の
勘
定
ロ
座
に
輙
記
さ
办
、
•次
い
.で
损
益
勘
定
に
移
記
_で
れ
、
他
方
、
成

^
實
現
に
關
係
な

.き
殘
高

.
s
i
e 

f

 
 ̂

I
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u

p

 

s
a
i
d
e
n
)

は
殘
高
»
定
忆
移
記
さ
れ
名
か
ら
、
と
の
第
二
營
業
年
度
の
損
益
勘
定
、及
び
殘
高
勘
定
は
第
七 

表
の
如
く
な
る
。
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、
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第六表

資 本 勘 せ

现 金 勘 定 .600 | 殘 高 勘 宛 1,800

第七表

十,:.v, : V . . 、•m 益 勘 定

家 ，货 '2,000 受取手數料 14,000

锟 娆 料 • 400

暖 m m , m
錦： 除 代 600

遝 貨 1,400 ..* ： . 1 .. ' *

支配人耠料 8,000

雜 費 3,800

殘高(純利益) 2,200
, -■.

14,000 ' ■ . -•ベ.パ -V .■ 14,000
+■• . ....••...

殘 芮 勘 、定 •

現 金 勘 定 2,900 資本.勘定 700

損 , - : 鏵 2,200

2,900 2,90(3

第八表

■ ■1.* .. t
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か
く
し
パ
て
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の
_
.支挪
手
段
切
贷
借
對
哪
表
の
，精
極
佩(

借
方
.；}
に
、
ま
た
前
記

,0
資
本
勘

.定
め
消
極
側(

貸
方〕

.に
現
わ
れ
、
こ
れ
ら 

i
兩
济

.の
殘
高
は
收
人
支
出

-^
算
，が
廣
用
收
益
货
莫
と
な
る
途
中
の

'朱
經
過

#'
額
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a

g
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o
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で
は
と
め
朱
經
過
金
领
と
は
如
何
な
言
の
か
。
も
し
前
記
の
人
が
ク
ィ
プ
'ラ
ィ
タ
ー
を 
一
i-
s

o
マ
.ル
ク
で
'職
人
し
た
と

V
 

て
、
當
期
の
识
益
計

#
に
お
い
て
そ
の
全
額
を
费
用
に
計
上
す
名
と
し
た
ら
、
.不
#-
で
，あ

る

と

考

ぇ

る

に

.違
ハ
な
い
ノ
叚
り
に
と
の

*

H 

命
煮
が
ー
ニ
年
本
あ
る
と
見
積
^

ら̂
ば
、
今
啤
度
我
用
と
な
し
う
る
額
は
高
々
一
〇
〇
マ
-ル
ク
で
あ
り
、

殘
り
ニ

O

Qマ
‘ル
.ク
ぼ
未
經
勉
. 

.，で
あ
る‘cbie

没
e
a
.
i
n 

der schwebe) 

0そ
し
て
こ
の
米
經
過
の
部
分

.は
貸
借
對
照
，表
に
所
風
す
る
も
の
で
あ
る

。
. 

、

同
様
に
も
し
六
〇
〇
へ
マ
ル
夕
を
支
柳
つ
て
つ
た
燃
料
の
ぅ
ち
年
®'
末
に
一
〇
p
マ
ル
ク
に
相
當
す
名
使
い
殘
り
，が
あ
る
場
合
、
當
ギ 

度
の
損
益
計
翦
は
五
0.
〇
，マ
ル
ク
だ
け
を
負
掀
し
、

-—
-'
.o'
o
マ
ル
グ
は
未
經
過
で
あ
名
か
ら
ハ
こ
れ
を
貸
借
對
照
表
に
お
い
て
繰
越
す
こ
、
 

と
と
な
る
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ま
た
叫
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忆
お》

て
年
度
末
に
一
、
ニ
〇
o
マ
ルv
の
正
規
に
受
取
り
？
る
東
收
手
數
料
が
存

r
る
場
合
、
こ
れ
は
掼
益
計
箅
に
收 

益
.と
し
て
S

す
べ
.き
^
H

,。
•し
か
しU

Q

一
 

>Ij
o
o
v

ル
ク
§
'
金

裏

取

つ

.
5

ゐ
な
い
か
ら
現
金
計
雜
以
外
に
お
い
て
把
振 

.
さ
れ
、
削
ち
そ
れ
は
，や

は

り

，
一

の

未

經

過
、金
額

，

(sehwebsden posten.)

と
し
て
貨
借
對
照
表
‘の
借
方
頊
闰
^
蕻
さ
色
と
な
る
。

,
，雪

金

歎

の

決

箅

貸

借

響

照

表
_

/%
-
動
的
霧
對
照
表

1

親
ゎ
れ
名
項
自
^:
-
.旣
1
/述
.べ
.た
支
孤
_

金

額(

1
>
0
|
1
1
d

'f
D
r 

I

,
 

gabebereitschaft.) 、

と
齊
本
勘
矩t

K
a
p
i
t
a
l
k
o
s
o
)

の
、外
、
'
こ
の
_未
經
過
金
額
^

&

^

}
6
1^

、；？
0
羿
8

〕

で
あ
る
。
そ
し
て
爾 

的
貸
借
對
照
表
JC
お
い
；て
我
タ
が
特H.

注
意
を
柳
私
ね
ば
：な
ら
ぬ
も
む
は
こ
の
未
經
過
金
額
な
ので
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そ
し
て
と
の
‘「

未
览
過」

と
い
ぅ
詞
広
つ
い
て
彼
は
、
通
常
の
惯
用
語
と
し
て
は
こ
の
奢
現
は
な

^.
ほ
ど
貸
借
對
照
表
借
方
則
の
比
較

.

2

B

4

5

支 出 • 未 焚 用 ，

膦入設備,弒駿硏究费,

1 設立贺拍，未使刖材料，

. 前拂費)n  

支 出 》未 收 入 /

3 ぞ付金,商業における 

手持商為，-出资，乳 入 t 
有馏證券，固定齊库の 

^ 廢殘價値，土地 

給 付 • 未 _  ■ 

自家製機t e設 備 、■

丨*4家消費製品.•半興品 

• 副產物. ' ■,

給 付 ,•未 收 人 .

'

貨 幣 】 ‘.

1 亥 拂 手 段 ，, ，

、 ’ 趣金，頭金，■ ’ 二 ’ 

郵 便 爲 替 券 '

2’或;出、•‘未 费 用 ,

，瞵入設備,試驗阱究費，

て 設立費；H,未使；Ji材料，' 
, 俞掷費用 ‘ ， .

3 支 出 v 未 收 入 - 

' ' 、 贷サ金，商業に和ける 

手持商品，出資，買入 

. , 有價證券，固卑致离の 

' -駿殘奶•値,* 土地 

4 給 付 • 未费用  ' 1

自家製機械設储 ，

' 自冢消費製品•中製品 

•副庳物 ，

5 給 付 • 未 收 人 … 

資 掛 金 、

6 费 用 • 未 吏 出 ‘し，

；. ' nrn^f未拂税金; 

1 細评丨)子 - ' , ,

レ）、:':ン:ゾ .(；；■'
..(ゾ.：,ン:ゾ '.• ' i ' .. j

7 收 人 * 未支出

• 借 入 金 ' '

資本金

^ 费 用 • 未給付，

' •自家修繕引昝金

9 收 人 ：，未給付

； 、前受收盆，'

ニ、(改訂版）

1 資 本 勘 定 ,

• 資本金 

. : 留 保 利 益 、 1

2 費 用 • 未 支 出 、*

‘贸掛命ン，芣拂稅命， 

； 宋拂利-t., 1

3, 收 人 ，未 ;^:出 ，

1 借 入 金 »,

4 麵 :‘未給付

自家修繕弓丨常金

5 收 八 、朵給付

前篓收猛

第れ表

货 • 借 對 照 表 ( 膂版）
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分(

例
え
ば「

未
經
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械
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さ
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さ
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く
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な
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。
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或
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* .
、

か
く
‘本
書
で
隨
®

^
-«
借
對
1
表
に
ょ
る
拇
益
計
尊
に
觸
れ
て
ゐ
茗
の
は
.？
動

的

對

，照
表
の
•損
益
計
#
機
能
を
看
過
し
て
ゐ
る
と
い
ラ 

猶
版
に
對
す
ふ
1

に
應
え
る
«
極
的
な
意
圖
を
示
チ
も
の
で
ぁ
ろ
ろ
。ン
だ
が
右
の
論
述
が
さ
き
に
揭
げ
作
#
箅
手
續
か
ら
見
て
果
し
て
： 

矛
股
な
：き
も
の
で
ぁ
ろ
‘う
か
。
と
>.
う
，の
は
、
さ
.き
に「

利
益
は
勘
定
の
挥
開
忙
際
レ
て
資
本
勘
淀
に
貸
：方
‘記
入
さ
‘れ
る」

と
述
べ
て
ゐ 

,る
こ
、と
ょ
れ
し
て
、
手
續
上
、
’右
の
例
示
ス
第
十
表)

ピ
ぁ
各
決
戴
殘
氣
勘
定
貸
方
の「

資
本
勘
定
.

」

が
'い
き
な
り
當
钒
純
利
益
ニ
、
ニ 

0
〇
マ
ル
ク
を
伶
^
し
た
ー
一
、

汍

〇

〇

マ
■
ル
ダ
，と

な

つ

て

ゐ

-6
の
•
.は
，明

ら

か

に

右

、
の
說
明
に
‘
晏

各

。

こ
れ
於
一
一
'、

九

〇

0
‘マ
ル
ク
と
な 

る
の
は
翌
期
首
の
'開
始
殘
高
勘
定
に
於
い
て
で
な
け
れ
ば
說
明
ど
手
續
は 
一•致
；

3
^

い
'。

_

:
ン

\ 

•

尤
も
、
シ
_ュ
マ
ー

レ.ン
バ
ッ
ハ
、の
こ
の
简
處
を
厚
意
的
に
解
す
忽
讀
智
が
ぁ
つ
て
、
刹
益
.を
资
本
の
部
心
加
故
し
て
'示
す
こ
と
は
、
仁

> 

S 

- 

:

 

■ 

' 

' 

t 

I

と
え
計
弊
手
續
上
で
は
次
期
の
•勘
定
再
開
に
際
し
て
行
わ
れ
る
ベ
き
と
，し
て
も
、
食
，借
對
肌
表
の
表
示
チ
續
と
し
て
は
批
雜
す
ベ
き
程
の
，
 

誤
謬
で
は
な
い
、
，
と
或
は
辯
譏
，さ
れ

4
か
も
知
ル
な
い
。
.勿
論
會
計
實
踐
に
お
い
'て
詐
雜
處
掘
と
報
吿
と
の
，間
^
手
續
上
.の
*彈
カ
性
を
餺 

め
る
こ
と
を
否
觉
せ
ん
と
す
ン
る
も
の
，
で
は
な

%

。
、
注
意
す
ぺ
，き
はh 

'で
か
ん
る
#

^
實
踐
七
の
彈
カ
性
を
問
題
と
し
て
.
-ゐ
る
ひ
.で
は
な 

い
。
右
の
手
韻
上
か
瞹
味
さ
の
中
に
實
は
酖
的
對
照
表
に
對
す
名
シ
；

マ，'1
レ
ン
バ
ー
ッ
ハ
-肖
身
の
霜
大
な
認
識
の
不
徹
底
が
潜
ん
で
ゐ
る

_ あ
あ
霧

.
'■落
.
_
_能_

_

|

3

1
.現 f

:®.® 

變

(

.漏
：̂
^̂
^̂
^̂
^̂
^̂

ま
づ
、
资
本
胁
窗
評
上
さ
れ

f

業

资

霞

豐

■資
本
金
で
I

が
、，
動
的
理
論
の
立
場
か
-ら
こ
れ
1
如
何
-に
解
す
：■
、
へ
き
で
I

 

う
^

嵆
版
fc
お
い
.て
.は
次
の
.よ
う
に
說
明
し
て
ゐ
た
。
' 

* 

.

.

. 

•
: 

, 

•
-
、
’
：

‘ 

. 

, 

v 

-

、
 

「

支
出
と
收
入
^.
基
か
な
い
毀
用
•と
給
仗
と
が
あ
^
如
く
、
費
用
と
.給
付AJ

を
膨
各
_
支
他
と
‘收
久
と
が
あ
る
？

給
付
の
麥
伢
と
な
ら 

ぬ
次
人
.は
よ
り
多
い
。
光
づ
第
ー
に
资
本
の
挪
込
を
舉
げ
ね
ば
な
レ
ぬ
デ
な
る
ぼ
ど
出
贫
- ^
は
彼
め
此
資
ぜ
る
企
業
ヵ
ら
禾
名
と
い
う一 

の
給
沖
を
期
待
す
气
し
か
し
利
益
は
费
用
と
給
付
と
の
齔
课
で
あ
ら
て
、
吾
々
：が
‘考
文
る
如
I

付
そ
の
も
の
.
•で
.は
衣
い
。
利
益
、は
も 

と
よ
り
奴
用
で
は
なi

。

.ゆ
え
■

水
の
拂
込
は
こ
れ
を
經
營
給
付
の
對
憤
と
み
‘る
べ
き
でS

な
い
。
化
人
金
の
塚
合
も
同
様
で
•あ
.る 

傲
人
金
の
受
人
‘は
收
人
で
i

が
我
々
が
f

-る
如
き
給
付
，を
意
味
し
1な
い
。
他
方
此
に
對
肩
す
る
.支
出
、
節
ち
资
本
の
拂
识
し
や
一
借 

、
金
の
返
濟
'は
赀
用
で
は
な
い」

叫
す
へ
へ
て
と
ル
ち
め
支
出
は
利
益
訃
箅
上
比
顧
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
货
借
對
照
读
に
は
現
わ
れ
る
が
、
 

掼
^ /
訂
楚
は
後
に
も
前
に
も
現
わ
れ
啟
い
.。」

か
く
て
資
本
^
拂
込
額
は
~俄
人
金
と
共
に「

狀
入
.に
し
て
未
だ
支
出
•な
ら
ざ
|

の」

.と 

し
て
贷
告
對
阶
曳
上
に
現
わ
れ
■各
と
述
べV

ゐ
、る
、の
爪
^

?
。
、し
か
名
に
新
版
で
は
.前
褐
第
九
‘表
に
見
る
如
く
借
入
金
の
■み
I

の
分
類 

紀
揭
げ
、
桃
込
ま
れ
た
資
^

は̂
.

「

資
本
勘
®

と
し
.て
前
莕
と
.區
別
1
、
且
つ
こ
れ
が)

未
經
過
金
額
と
i
無

關

係

で

あ*^
か
ら
そ
の
ま 

ま
貨
借
對
屢
に
現
わ
れ
'る
と
改
め
て
へ
ゐ
る
。
.こ
.の
霸
が
承
認
さ
れ
名
•た
め
束
は
、
、
新

版

に

所

靖

「

資
本
勘
定」

が

「

收
人
に
し
-て
未 

だ
支
出
な
ら
ざ
y
も
の」

ジ

.何
货
る
の
か
：、
が
積
極
的
に
解
明
さ
れ
な
け
ル
ば
な
ら
な
い『

、と
と
ろ
が
そ
の
よ
う
、な
說
明
は
ま
づ
見 

f

&
い

,0
勿
論
、
こ
の
解
明
の
な
い
•の
が
當
然
で
あ
つ
て
、
け
だ
し
動
的
i

表
‘の
立
場
か
ら
は
、
資
本
金
も
、
營
業
を
將
來
麗
し 

た
場
を
に
企
業
^
に
返
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
貨
敝
攝
で
あ
る
か
ら
い
ー
收
人
，
未
支
出」

の
額
で
あ
る
、。
た

r
借
人
金
は
^

#
J
將
來
一 

定
の
支
撇
期
ド
を
以
て
柯
朿
さ
れ
る
S

し
て
、
资
本
金
の
方
は
s

y
し
て
#

#
こ
の
，■よ
う
な
拘
f

受
け
ぬ
と
い
う
相
遠
が
I

•に 

し
て
も
、
將
來
0,
支
出
で
あ
る
點
せ
は
同
1
項
因
と
な
ら
客
各
を
得
荩
い
.°
>
. 

- 

'

.

■
•
、

■
パ

..

的
見
借
'對
羅

-の
櫞
成
'
-
'
1:

:
<■
'

•

.
,
、

 

■ 

, 
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\

因
五
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六」
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ニ rm

學
會
雜
雜
，
第
四
-十
五
卷

 

<第
九
號
；

' 

' 

' ' 

、

_

:
 

'四六
’(

六
三
四V

 

.
,
ノ 

：
次
に
、
同
じ
く F

贫

本

，

定

」

te
'含
ま
れ
^
.と
い
う
當
期「

純
利
益」

：で
あ
る
が
、
ミ
れ
は「

收
人
に
'し
て
未
だ
变
此
な
ら
ざ
1る
も
の」 

:

.

と
苜
う
堂
は
で
き
ぬ

.0
>
- 

. 

V
.

; 

. 

'ン

>

，

ノ
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.
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•
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'.
:一
 

\

.:
=
、5

,

.

:

.

v

-:
;
:.-
.-
;
.
.
v-
,
.
.
r
.
.

:.
:
'
,
:\
1
'ソ 

••
:

,

.•'
;
■'
-

•

.

 '.:■
.

'ド

，
.
•
-
:
.

..
•:
:
-
. 

.

.

. 

-

•-
.ダ

:

’
.

.
シ
土
マ
ー
レ
ン
バ
ッ

<
も
取
^|
例
示
の
說
明
^
入
る
前
の
と
こ
ろ
，で「

，收
入
が
同
時
に
收
猫
と
た
^
、
变
出
が
同
時
に
费
拙
と
な
る
場 

,
合
、
«
初
の
現
金
莅
髙
.が
零
で
‘あ
苍
な
ら
^

決
1̂
^
際

- ^
て
親
金
-«
高
1
同
時
に
利
^ >
と
な
£

と

述

べ

-
だ

か

ら

第

一

ー

表

殘 

.

.

.

.

.
高
勘
淀
の
廣
方
‘

，1

、
、
三
0
'̂ 0
マ
，ル
>
'货

等

ー

年^-
の
利
益
ホ
あ
る
0
-ま
た
貸
借
對
调
表̂

よ
.る
撣
益
計
算
4

^
わ
ず
-

^
資
本
勘
^
を
比 

,

,

較
す
名
方
法
な
り
と
し
て
說
明
じ
た
が

(

'第
十
表)

、
；
齡
に
彼
が
示.レ
^
第
七
表
殘
高
勘
‘宠
の
«
方
‘に
は
第
ニ
年
度
め
純
利
益
が
ッ

「

撗
益 

ニ

、
ニ
ー
〇

〇

u

と
現
わ
れ
て
ゐ
る
の
セ
あ
る
'
し
か
もI
額
を
第
十
表
で
は
何
故
資
本
勘
免
に

I

栝
し
た
の
か
。
前
述
の
如
く
、.拂
达
资 

.
本

は「

‘收
ん
、
未
亥
出
：

」

，で
あ
る
が
、
純
剎
ハ
碑
は

「

收

入

*
未
支
出
:1
-
-ガ
は
な
い
。•逆
に
ま
.た
資
本
は
純
利
益
で
は
な
い
。

ぃ
-

か
く
て
動
的
贷
借
對
照
表
上
：̂

1格
を
異
に
す
る
資
本
金
と
純
.利
益
と
を
資
本
#
定
と
し
て
一
括
す
る
，こ
と
は
彼
の
動
的
計
難
論
理 

を
破
る
も
の
に
外
な
ら
ず
、
か
-

< 
る
表
示
を
許
容
す
y
rこ
と
は
從
つ
'
最
.'M
の
引
倒
し
と
な
ろ
う
。
.資
本
余
と
純
利
益
と
は
は
つ
き
り
區 

別
さ
れ
ね
ば
な
ビ
ぬ
の
で
'あ
る
0
_ 

•

.■
•
,
, 

, 
,
、/
-
/
.
、

そ
こ
で
間
題
は
こ
の「

資
本
斯
定
、

」

と
い
う
現
目
の
處
置
で
あ
石
。
-資
本
勘
定
は
そ
の
主
體
を
な
す
資
本
金
がr

未
經
過
金
額
と
は
無 

ノ

關

係」

，な
と
こ
ろ
か
、
實

は

收

人
•
未
支
出
と
い
う
未
經
過
金
額
に
恩
す
る
と
な
る
と
、
资
本
勘
定
.を

貸

借

對

照

表

上

ヒ

設

け

，る

意

妹

は

. 

^
ん
ど
沿
え
て
了
お
う
。
 

.
，.
■
 

. 

、
 

. 

•

.

そ
こ
で
い
ま
资
本
金
を
收
入
•
未
支
出
の
頊
へ
移
し
て
资
本
勘
定
を
對
照
表
上
か
^,
抹
殺
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
す
る
■と
純
利
益
は
何 

、

處
に
揭
げ
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
シ
ュ
マ
ー
レ
ン
バ
ッ
ハ
に
そ
の
解
答
を
求
め

*る
こ
と
は
無

®
で
あ
る
。
け

i'c
し
彼

t

«
版
屯

^
®
:
:

H

お
い
て
は
^
の
貨
借
對
照
表
は
^
版
と
同
様
、
純
利
益
の
氣
示
さ
れ
な
い
、、從
つ
て
损
益
則
算
機
能
の
認
め
ら
れ
ぬ
對
照
表C

逆
伊
り
.

.

.

- 

.

.

. 

.
 

.

.

.

. 

... 

- 

V 

- 

.

.

.

. 

. 

. 

-
•
-
.

*.
-■ 

;■
: 

,
.
•■
.
.
'■■
■- 

.

.

. •

.

.

.
■
-
.-
-
■
- 

- 

ニ

*.
- 

-
-
-
-
-

せ
ざ
る
を
得
炎
い
。

• 

、
 

'

'

純
利
益
は
純
利
路
と
し
て
nh
上
す
れ
ば
よ
い
の
.仏
あ
.る
。
i
と
も
と
、
さ
^
の̂
支
挪
平」

段
と
並
ん
で
節
的
對
M
表
.上
未

^
過
金
額
に

职

11
系
な
與E

と
な
名
も
の
は
實
に
とQ

純
^
益
■な
'の
で
あ
る
。
け
、た
し
純
利
益
は
收
|
^̂-
計
葬
の
'結
1̂
で
‘あ
り
從
つ
て
©
。
麥
照 

表
上
は
そ
れ
自
體
說
明
を
瓔
し
な
い
項
目
氚
の
で
あ
.る

。

：

/

}

:■
' 

•

•

‘

.

想
ぅ
に
资
本
©]
-
定
と
い
.ぅ
»/
的
樹
照
表
め
構
成
要
素
と
し
て
は
獨
自
性
.の
な
い
鴻
|

シ
ュ
了

 

•レン
バ
ッ
ハ

■が
持
，出
し
た
の
は
、

「

純 

利
益」

が
そ
の
ま
1,
;

«的

對

照

，表€>
.
'
1
,
.

頊
目
だ
り
_ぅ
、る
ー
ど
い
ヶ
右
の
論
理
が
未
贤
彼
に
と
つ
て
は
充
分

&
識
し
得
.ぬ

と

こ

ろ

で

あ
';
^

た

が 

た
め
で
.ば
な
か
.ろ
ぅ
か
？
•說
明
し
'#
ぬ
純
利
益
を
動
態
論
•上
1
而
非
，な
’る
廣
本
金
ど
の
抱
き
合
せ
に
お
い
て
處
理
じ
よ
ぅ
と
ん
て
、
資
本 

®
定
り
登
場
と
な
つ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
新
版
に
お
い
て
も
依
然
純
利
益
ひ
他
置
附
け
は
爲
さ
れ
て
展
ら
ず
tt
#

s
J!
[
^<
h
i
,

J
J
. 

、

• 

' 

V 

• 

c

t t
1 2)

 

«
| 

'

の
貸
借
が
平
均
す
名
_

は
来
だ
に
解
明
さ
れ
て
な
い
‘。
’彼
货
貸
借
對
照
声
の
特
質
令
ニ
つ
擧
げ
た
。
(

, 

* 

-

.

.

’
一
、
、成
孤
計
落
に
お
け
る
未
囘
收
金
額(dieaicht aTlsgel

o-.sten

hj'osten)

が
明
確
に
計
上
し
て
あ
る
こ
と
。

一
一
、
，
經
營
に
お
げ

^
力
の
倉
r4
t
‘ 

(K&tespeicher) 

4し
て
、
.貸
带
對
船
表
が
ぞ
々
力
の
#
成
.を

表

示

す

る

こ

と

ノ

 

,
 

し
か
L
乍
ら
右
の
如
く
純
利
益
•の
位
置
付
对
於
_

s
か
の
た
と
と
ろ
か
ら
、へ
決
»-
貸

版

對

观

表

の

粮

質

と

し

て

，塞

要

な

拟

益

計

箅 

機
能
が
こ
ぐ
^
看
過
_さ
れ
て
了
づ
て
ゐ
.る
0 

: 

,

/:
、

.

'

、

 

：
•

■

.*

' 

、
■;
' 

- 

■ 

' 
. 

、
、
 

. 

. 

以
上
、
_

.の
理
解
に
誤
り

為
い
と
す
る
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れ
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付
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